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１．研究計画の概要 
(1) 高ベータのヘリカルプラズマ中の高速イ
オンの速度分布関数評価コードを開発し、接
線入射 NBI プラズマの圧力非等方度、ビーム
圧力分布の理論的予測手法を確立する。この
手法は、ヘリカルプラズマで重要と考えられ
る再突入粒子の影響を評価できるものとす
る。(2) 高速イオンの速度分布関数評価コー
ドの妥当性を再突入粒子プローブを使って
検証する。そのために、再突入粒子プローブ
の設計、製作、LHD への設置、データ収集
を行えるようにする。(3) 高速イオンの速度
分布関数評価コードの妥当性を分光計測結
果を用いて検証する。(4) 圧力非等方度とシ
ャフラノフシフトや圧力分布等のパラメー
タ依存性を実験的に収集し、圧力非等方度の
MHD 平衡に与える影響を調べる。(5) (2),(3)
で検証された(1)の結果を非等方度圧力に対
応した既存のMHD平衡解析コードに適用し、
圧力非等方プラズマのMHD安定性解析を行
い、理論予測を不安定性の計測結果と比較す
る。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 再突入粒子の影響を評価できる高ベータ
のヘリカルプラズマ中の高速イオンの速度
分布関数評価コードの開発を完了した。(2) 
再突入粒子プローブの設計、製作、LHD へ
の設置を完了し、データが収集されている。
(3) 分光計測により、圧力非等方度を示すと
思われる計測結果を得ている。(4) (1)の結果
に基づく圧力非等方度の解析的なMHD平衡

モデルの予測する磁気軸シフトの大きさに
代表されるMHD平衡特性と計測結果を比較
し、ほぼ矛盾のない結果を得た。 
 
３．現在までの達成度 
一部を除き、当初の計画通りに進展している。 
(理由) 再突入粒子プローブによる、粒子フ
ラックスの計測精度が十分でなく、高速イオ
ンの速度分布関数評価コードの妥当性の検
証が十分でないため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
「再突入粒子プローブの改良による粒子フ
ラックスの計測精度の向上対策｣と「圧力非
等方 MHD平衡計算手法の高度化と磁気計測、
分布計測と組み合わせた圧力非等方度の評
価方法の確立｣により、圧力非等方度の評価
手法の確立に重点をおき、実験的な観点から
MHD平衡特性(磁気軸シフトの大きさ)や MHD
安定性(到達可能圧力勾配や磁場揺動強度)
に対する圧力非等方度の影響をまとめ、今後
の展開(理論予測との比較等)に備える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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